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議事日程  

 

第１ 報告第６号 令和元年度決算に基づく川棚町の健全化判断比率及び資金

不足比率の件 

第２ 認定第１号 令和元年度川棚町一般会計決算認定 

第３ 認定第２号 令和元年度川棚町国民健康保険事業特別会計決算認定 

第４ 認定第３号 令和元年度川棚町後期高齢者医療特別会決算認定 

第５ 認定第４号 令和元年度川棚町介護保険事業特別会計決算認定 

第６ 認定第５号 令和元年度川棚町観光施設事業特別会計決算認定 

第７ 認定第６号 令和元年度川棚町下水道事業会計決算認定 

第８ 認定第７号 令和元年度川棚町水道事業会計決算認定 
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（１０：００） 

議 長 ご起立願います。おはようございます。着席ください。  

ただいまの出席議員は１４名です。定足数に達しておりますので、これか

ら本日の会議を開きます。 

（１０：００） 

議 長 日程第１、報告第６号「令和元年度決算に基づく川棚町の健

全化判断比率及び資金不足比率の件」を議題といたします。報告内容の説明

を求めます。町長。 

町 長 皆様、おはようございます。報告第６号「令和元年度決算に

基づく川棚町の健全化判断比率及び資金不足比率の件」について報告理由を

説明いたします。 

この健全化判断比率及び資金不足比率につきましては、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律の第３条第１項及び同法第２２条第１項の規定によ

り、監査委員の審査に付しておりましたところ、このたび監査委員からその

審査意見書の提出がありましたので、その意見書を添付して、議会に報告す

るものであります。 

別紙にそれぞれの比率を表にして記載しておりますが、健全化判断比率及

び資金不足比率のいずれも、国が示した早期健全化基準及び経営健全化基準

以内の値となっております。なお、これら健全化判断比率及び資金不足比率

につきましては、今回の議会報告後速やかに公表を行うことといたしており

ます。 

詳細につきましては、企画財政課長から説明をいたしますので、よろしく

お願いいたします。 

議 長 企画財政課長。 

企 画 財 政 課 長 それでは２枚目の別紙をご覧ください。 

まず、１ 健全化判断比率（法第３条関係）でございますが、健全化比率

の行が本町の令和元年度決算に基づく実績でございます。 

その下の行の早期健全化基準と財政再生基準は法で定めた基準で、これら

の基準を上回ると市町村は財政の健全化、あるいは再生の計画を作成し、改

善を図らなければならないという基準でございます。まず、健全化判断比率

のうちの実質赤字比率及び連結実質赤字比率でございますが、この２つはい
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ずれも実質収支が黒字であったため、赤字比率自体が生じておりませんので

横線で示しております。実質公債費比率は８．１パーセントで、早期健全化

基準の２５パーセントを下回っております。将来負担比率は４２．２パーセ

ントで、これも早期健全化基準の３５０パーセントを下回っております。 

次の２の資金不足比率でございますが、これは公営企業会計ごとの経営健

全化判断を行うもので、水道事業会計、公共下水道事業会計、観光施設事業

特別会計が対象となります。これら３つの特別会計はいずれも資金不足が生

じていないため横線で示しているところでございます。 

次に、表題を「健全化判断比率等の公表について」とした資料をお付けし

ております。そちらの方をご覧ください。１枚目に財政健全化法の目的や川

棚町の財政状況について、２ページ以降につきましては健全化判断比率及び

資金不足比率の計算基礎等についてお示ししたものでございます。３ページ

のほうでございますが、３ページの下段の表につきましては、年度ごとの資

金不足比率を除いた指標数値の推移を示した表を掲げております。傾向とし

ましては、実質公債費比率が平成３０年度に引き続き１．６ポイント減少

し、一定の改善が進んでおります。また、将来負担比率が平成３０年度と比

較して１１．９パーセント減少となっており、この大きな減少につきまして

は、公共下水道事業が平成３０年度に特別会計から企業会計へ移行したこと

により、一般会計からの繰出基準額が減少したことによるもので、令和２年

度まで同様の傾向が続くものと考えているところでございます。詳しい内容

につきましては後ほど資料をご覧いただくことで、説明は省略させていただ

きます。 

報告につきましては以上のとおりです。なお、財政健全化法に規定する健

全化指標の公表につきましては、例年どおりお配りした公表資料をホーム

ページに掲載し、また、概要を示したものを広報誌に掲載することにより公

表したいと考えているところでございます。以上で説明を終わります。ご審

議のほどよろしくお願いいたします。 

議 長 これから質疑を行います。 

 

「な  し」の声あり 
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議 長 質疑なしと認め、これで質疑を終わり、報告済みといたしま

す。 

（１０：０６） 

議 長 次に、日程第２、認定第１号「令和元年度川棚町一般会計決

算認定」から日程第８、認定第７号「令和元年度川棚町水道事業会計決算認

定」までを、川棚町議会会議規則第３７条の規定により一括議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。町長。 

町 長 認定第１号「令和元年度川棚町一般会計決算認定」から認定

第７号「令和元年度川棚町水道事業会計決算認定」までを一括上程いただき

ましたので、併せてご説明いたします。 

まず、認定第１号「令和元年度川棚町一般会計決算認定」から認定第５号

「令和元年度川棚町観光施設事業特別会計決算認定」までについてでありま

すが、これらの決算につきましては、会計管理者から決算の提出を受け、去

る７月３１日、地方自治法第２３３条第２項の規定により、監査委員の審査

に付しております。このたび、９月３日に監査委員から当該決算に係る審査

意見書が提出されましたので、同条第３項の規定によりその意見を付し、議

会の認定をお願いするものであります。 

監査委員の審査結果につきましては、「審査に付された各会計の歳入歳出

決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に関す

る調書は、関係法令に準拠して作成されており、その係数は正確であること

を認める。また、予算の執行、財務に関する事務処理及び財産の管理につい

ても、概ね適正に処理され、各種事業は概ね所期の成果を収めていると認め

る」とのご意見をいただいたところであります。 

続きまして、認定第６号「令和元年度川棚町下水道事業会計決算認定」に

ついてご説明いたします。認定第６号につきましては、令和元年度川棚町下

水道事業会計決算の提出を受けまして、去る６月１９日に地方公営企業法第

３０条第２項の規定により、監査委員の審査に付しております。このたび、

８月２８日に監査委員からの当該決算に係る審査意見書が提出されましたの

で、同条第４項の規定によりその意見を付し、議会の認定をお願いするもの

であります。 

監査委員の審査結果につきましては、「審査に付された下水道事業会計の
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決算報告書、財務諸表その他附属書類は、関係法令に準拠して作成され、経

営成績及び財政状況を概ね適正に表示していると認める」とのご意見をいた

だいたところであります。 

次に、認定第７号「令和元年度川棚町水道事業会計決算認定」についてご

説明いたします。認定第７号につきましては、令和元年度川棚町水道事業会

計決算の提出を受けまして、去る６月２日、地方公営企業法第３０条第２項

の規定により、監査委員の審査に付しております。このたび、８月２８日に

監査委員からの当該決算に係る審査意見書が提出されましたので、同条第４

項の規定によりその意見を付し、議会の認定をお願いするものであります。 

監査委員の審査結果につきましては、「審査に付された水道事業会計の決

算報告書、財務諸表その他附属書類は、関係法令に準拠して作成され、経営

成績及び財政状況を適正に表示していると認める」とのご意見をいただいた

ところであります。 

その他詳細につきましては、会計管理者並びに担当課長から説明いたしま

すので、ご審議のうえ、認定いただきますようよろしくお願いいたします。

以上でございます。 

議 長 これから各担当課長により追加説明、補足説明を受けます

が、説明が長くなるようでしたら着座にて説明されて結構ですので、よろし

くご対応ください。 

それでは、一般会計についての追加説明を求めます。会計管理者。 

会 計 管 理 者 はい。それでは、初めに私の方から一般会計の決算について

総括的な部分のご説明をいたします。お手元にお配りしております「令和元

年度川棚町一般会計  特別会計歳入歳出決算書及び附属書類」と、本日お配

りします「令和元年度川棚町一般会計歳入歳出決算書補足説明資料」でご説

明させていただきます。まず、決算書事項別明細書の７１ページをお開きく

ださい。 

ここには、実質収支に関する調書を記載いたしております。１の歳入総額

は６６億２，８５０万３，４７１円です。２の歳出総額は６４億９，０２４

万５，９１６円です。よって、３の歳入歳出差引額は１億３，８２５万７，

５５５円となります。４の翌年度へ繰り越すべき財源は、（２）の繰越明許

費繰越額の２，００７万円のみでございまして、５の実質収支額は３の歳入
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歳出差引額から、４の翌年度へ繰り越すべき財源の額を差し引いた１億１，

８１８万７，５５５円の黒字となっております。次にページを戻りまして、

決算書の２ページから９ページをご説明いたします。２ページから５ページ

までが歳入となります。それでは決算書の４ページから５ページをお開きく

ださい。 

歳入合計は予算現額６７億８，４０２万９，０００円に対し、調定額６７

億３，８９８万７，９０９円、収入済額６６億２，８５０万３，４７１円、

不納欠損額２，０４０万７，４１０円、収入未済額９，００７万７，０２８

円であり、予算現額と収入済額との比較は１億５，５５２万５，５２９円の

減となっています。次に、款ごとの説明をいたしますので、本日お手元にお

配りしております補足説明資料をご覧ください。 

１ページが歳入について記載しております。ここでは新設されたものと主

なものについて、簡単にご説明します。 

２款地方譲与税につきましては、国が国税として徴収し、一定の基準に

よって地方公共団体に譲与することとされているものであり、今回森林環境

譲与税が新設されており、前年度比４．２パーセント増となっています。決

算書事項別明細書の１２ページから１３ページに記載をしております。記載

ページについては後ほどご確認ください。 

８款自動車税環境性能割交付金につきましては、これまでの自動車取得税

が税制改正により廃止され、令和元年１０月１日以降は環境性能割が適用さ

れることとなり、今回新設されたものです。決算書事項別明細書の１４ペー

ジから１５ページに記載しています。 

９款地方特例交付金につきましては、国の制度変更等により地方負担の増

や地方の減収が生じた場合などに特例的に交付される交付金のことで、今回

は子ども・子育て支援臨時交付金が新設され、前年度比１６８．３パーセン

ト増となっています。決算書事項別明細書の１４ページから１５ページに記

載しています。内容は、令和元年１０月１日に開始した幼児教育・保育の無

償化に係る地方負担について、初年度は消費税率引き上げに伴う地方の増収

がわずかであることから、全額国費により対応するものです。  

１０款地方交付税につきましては、２，２９２万円の増額で、前年度比

１．１パーセント増となっています。決算書事項別明細書１４ページから１
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５ページに記載しています。 

１２款分担金及び負担金につきましては、前年度比１９．６パーセント減

で、前年度を下回った主な要因が幼児教育の無償化施策に伴う保育料の減に

よるものです。決算書事項別明細書１４ページから１７ページに記載してい

ます。 

１６款財産収入につきましては、不動産売払収入で企業誘致等への利活用

を図るため、長崎県から川棚港湾埋立地を購入、当該地の購入を希望する町

内企業から購入要望があり、取得後当該地売却を行ったものです。決算書事

項別明細書２４ページから２７ページに記載しています。 

１７款寄附金につきましては、前年度比１０１．５パーセント増で、その

うち、ふるさと応援寄附金が１，９２３件、３，７５４万９，０００円と

なっています。決算書事項別明細書２６ページから２７ページに記載してい

ます。 

２１款町債につきましては、１億９，１６１万円の増額で、前年度比５

１．５パーセント増となっています。決算書事項別明細書３０ページから３

１ページに記載しています。以上で、歳入につきましての補足説明を終わり

ます。 

続きまして歳出でございます。決算書の６ページから９ページまでが歳出

となります。決算書の８ページから９ページをお開きください。  

歳出合計は予算現額６７億８，４０２万９，０００円に対し、支出済額６

４億９，０２４万５，９１６円、翌年度繰越額１億２６６万２，０００円、

不用額１億９，１１２万１，０８４円であり、予算現額と支出済額との比較

は２億９，３７８万３，０８４円でした。よって、歳入歳出差引残額は１億

３，８２５万７，５５５円でございます。 

款ごとの説明につきましては、本日お配りしております補足説明資料の２

ページの歳出に記載をしております。ここでは歳入と同様に、主なものにつ

いて説明をいたします。 

２款総務費につきましては、前年度比３４．４パーセント増で、主に新庁

舎建設事業費の支出が増加しており、仮庁舎として利用する郷土資料館及び

第二別館の改修工事の費用、移転後の本館棟の解体工事の前払金の費用、建

設及び改修に伴う実施設計業務の費用等です。決算書事項別明細書３２ペー
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ジから４３ページ中の新庁舎建設費に記載しております。記載ページについ

ては、後ほどご確認ください。 

１０款教育費につきましては、前年度比３９．３パーセント増で、支出の

増額は繰越明許をしていたブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金を活用

し、各学校にエアコン設置工事を実施したことによるものです。決算書事項

別明細書６０ページから６７ページ中のブロック塀・冷房設備対応臨時特例

交付金事業費に記載しています。 

１１款災害復旧費につきましては、前年度比９４．８パーセント増で、支

出の増額は繰越明許をしていた川棚西部漁港三越防波堤災害復旧工事の完成

によるものです。決算書事項別明細書６６ページから６９ページ中の漁港施

設災害復旧費に記載しています。 

１３款諸支出金につきましては、歳入の１６款財産収入でも説明いたしま

したが、長崎県から川棚港湾埋立地を購入したもので、長崎県へ購入代金と

して支出したものです。決算書事項別明細書６８ページから６９ページ中の

土地取得費に記載しています。以上、簡単ではございますが歳出につきまし

ての補足説明を終わります。 

なお、補足説明資料につきましては、３ページから４ページには歳入歳出

それぞれの款項ごとの予算現額、収入済額、支出済額等を記載したものを、

５ページには税・料金等の過去５年間の徴収率を記載しております。最後

に、決算書事項別明細書７４ページから７９ページにかけて、財産に関する

調書を記載いたしております。基金につきましては、７８ページから７９

ページに記載をしておりますのでお開きください。 

主な増減につきましては、歳入で説明しました森林環境譲与税の新設に伴

い、増額分２５３万２，０００円を基金に積み立てたものです。減額分は平

成３０年度から取り崩しをしています中山間ふるさと農村活性化基金１００

万円と役場庁舎建設基金につきましては、５，３００万円を取り崩し、どち

らも基金より一般会計へ繰り入れたものでございます。以上で簡単ではござ

いますが、私の方からは説明を終わります。 

議 長 企画財政課長。 

企 画 財 政 課 長 はい。それでは私の方からは、「令和元年度決算補足資料

（一般会計）」とした資料を本日お配りしておりますので、この表について
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ご説明の方をさせていただきます。この表につきましては、１０年間におけ

る決算の推移を取りまとめたもので、決算統計からの引用により、長期的な

観点から財政状況を比較検証するために毎年作成し、決算補足資料として配

布を行っているものでございます。 

まず、１ページの歳入決算の状況でございますが、各歳入の款ごとの１０

年間の推移を取りまとめております。そして、一番下の行になりますが、

「町債－公債費（元金）」であります。これは新たな借入から元金返済を差

し引くことによりまして、町の借金の減り具合というものを見て取れる行と

なっております。この行がマイナスでありますと、町の起債残高が減ってい

るという状況で、これがプラスになると起債残高が増えているという状況に

なります。続きまして２ページの方をお願いいたします。 

２ページ目につきましては、経常収支比率、積立金の残高、地方債現在高

などを取りまとめた表となっております。表の上から８段目に、「Ｂ／（Ａ

＋Ｃ＋Ｄ）」の欄が、財政指標として使われる経常収支比率でありまして、

令和元年度が８５．７パーセントでありました。参考としまして東彼杵町、

波佐見町、そして類似団体の経常収支比率を掲げております。その下には積

立金現在高、地方債現在高、そして下から２番目の行に財政力指数を掲げて

いるものでございます。続きまして、３ページをお願いいたします。 

３ページにつきましては、決算書と同じく款ごとの目的別決算の状況を取

りまとめた表でございます。続きまして４ページのほうをお願いいたしま

す。 

４ページにつきましては、性質別決算の状況であります。この性質別では

決算統計上のルールに沿って性質別に仕分けされたもので、義務的経費であ

る人件費、公債費が減少傾向で、扶助費の増加傾向が継続しているといった

傾向であります。そして５ページ、６ページにつきましては、この性質別決

算の状況を波佐見町、東彼杵町、郡内他の２町の分も取りまとめてお付けし

ております。７ページの方をお願いいたします。 

経常収支比率の推移のグラフでございます。経常収支比率は人件費、扶助

費、公債費などの義務的経常経費に町税、普通交付税、地方譲与税などと

いった経常一般財源がどの程度充当されているかを示す比率であります。点

線が財政指標として使われる経常収支比率で、令和元年度は８５．７パーセ
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ントとなっており、前年度から４ポイントの減であります。８ページの方を

お願いいたします。 

義務的経費であります人件費、扶助費、公債費の推移のグラフでありま

す。人件費、公債費が減少傾向で、扶助費の増加傾向が継続しているといっ

た状況が見て取れる表でございます。９ページ目をご覧ください。 

積立金と地方債の現在高、そして町債と公債費元金償還額の推移のグラフ

であります。積立金につきましては、令和元年度が１９億５，５００万円程

度ということで、前年度と比較して４，５００万円程度減額しており、減額

の主な要因としましては、新庁舎建設の本格化に伴い、平成３０年度に引き

続き庁舎建設基金を取り崩したことによるものでございます。また、地方債

現在高につきましては、平成３０年度まで年々減少しておりましたが、令和

元年度では５１億９，０００万円程度、前年度から４，２００万円増額して

おり、増額の主な要因としましては新庁舎建設事業や小中学校のエアコン設

置事業に係る起債の影響によるものでございます。以上で補足資料について

の説明を終わります。 

議 長 それでは次に、国民健康保険事業特別会計についての追加説

明を求めます。健康推進課長。 

健 康 推 進 課 長 それでは川棚町国民健康保険事業特別会計、令和元年度決算

についてご説明をいたします。決算書の８２、８３ページをお開きくださ

い。 

歳入における調定総額１９億９，４２８万２，１２５円に対し、収入済額

は１９億２，５６８万４，８９５円で、収入率９６．６パーセントとなって

おります。収入未済額の６，３５８万７，６９３円につきましては、そのほ

とんどが国民健康保険税の未済額となっております。不納欠損額５００万

９，５３７円を地方税法第１８条の規定により不納欠損処分をしておりま

す。次のページをお願いします。 

歳出における支出済額につきましては、１８億２，３２５万２７３円と

なっており、予算総額１９億２，４６０万８，０００円に対しまして、９

４．７パーセントの執行率でありました。それでは１０３ページをお開きく

ださい。 

実質収支に関する調書であります。収入総額１９億２，５６８万４，８９
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５円、歳出総額１８億２，３２５万２７３円で、歳入歳出差引額は１億２４

３万４，６２２円となります。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんの

で、実質収支額は１億２４３万４，６２２円となります。１０５ページをお

開きください。 

財産に関する調書です。基金の状況は記載のとおりでございます。年度内

の積み立て３，０００万３５０円を加えた１億９６９万９，１５２円の基金

残高となっております。それでは成果報告書により説明をいたしますので、

１０８ページをお開きください。 

１．決算の概要ですが、令和元年度国民健康保険事業における歳入額並び

に歳出額につきましては、ここに記載のとおりでございまして、先ほど実質

収支に関する調書で報告をしたところでございます。 

歳入につきましては、歳入総額に対する国民健康保険税の占める割合が１

５．９パーセント、県支出金が７１．１パーセント、繰入金６．８パーセン

ト、その他６．２パーセントとなっております。 

３．歳出につきましては、歳出総額のうち保険給付費の割合が７３．８

パーセントとなっており最も高くなっております。そのほか総務費０．６

パーセント、国民健康保険事業費納付金２２．１パーセント、保険事業費

１．４パーセント、その他２．１パーセントの割合となっております。 

なお、歳入歳出それぞれの事項別明細書は、決算書８８ページから記載を

いたしておりますので、お目通しいただきたいと思います。以上で説明を終

わります。 

議 長 次に、後期高齢者医療特別会計についての追加説明を求めま

す。健康推進課長。 

健 康 推 進 課 長 はい。それでは川棚町後期高齢者医療特別会計、令和元年度

決算についてご説明をいたします。 

この後期高齢者医療制度につきましては、保険料１割、現役世代の保険料

４割、公費負担５割として国民全体で支える仕組みであり、歳入歳出につい

ては最終的には同じ額となります。精算は次年度で行うことになります。決

算書１０８ページ、１０９ページをお開きください。 

歳入における調定総額１億８，５７１万７，９６９円に対し、収入済額は

１億８，４４９万７，１５９円で、収入率は９９．３パーセントとなってお
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ります。収入未済額の１０７万３，１７０円につきましては、後期高齢者医

療保険料未済額であります。不能欠損額の１４万７，６４０円を高齢者の医

療の確保に関する法律第１６０条第１項の規定により不納欠損の処分をいた

しております。次のページをお願いします。 

歳出における支出済額につきましては、１億８，３７６万６，２７４円と

なり、予算総額１億８，４２３万１，０００円に対して９９．７パーセント

の執行率でありました。決算書１１９ページをお開きください。 

実質収支に関する調書です。収入総額１億８，４４９万７，１５９円、歳

出総額１億８，３７６万６，２７４円で、歳入歳出差引額につきましては７

３万８８５円となります。翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、

実質収支額も同じく７３万８８５円となります。それでは成果報告書により

ご説明をいたしますので、成果報告書の１２１ページをお願いします。 

１．決算の概要でございますが、歳入額並びに歳出額はここに記載のとお

りでございます。先ほど実質収支に関する調書で説明をしたところでありま

す。 

２．歳入につきましては、歳入総額に対する後期高齢者医療保険料に占め

る割合が６９．７パーセントであります。繰入金に占める割合が２７．７

パーセント、その他２．６パーセントとなっております。 

歳出につきましては、歳出総額に対する総務費の割合が２．９パーセン

ト、後期高齢者医療広域連合納付金の割合が９７．０パーセント、諸支出金

が０．１パーセントとなっております。 

なお、歳入歳出それぞれの事項別明細書は、決算書１１４ページから記載

をいたしておりますので、お目通しいただきたいと思います。以上で説明を

終わります。 

議 長 続けて、介護保険事業特別会計についての追加説明をお願い

いたします。健康推進課長。 

健 康 推 進 課 長 はい。川棚町介護保険事業特別会計、令和元年度決算につい

てご説明をいたします。決算書１２２、１２３ページをお開きください。 

歳入における調定総額１４億２１８万４，５９３円に対しまして、収入総

額は１３億９，４０２万３０３円で、収入率９９．４パーセントとなってお

ります。収入未済額の７５２万７，３１０円につきましては、介護保険料未
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済額であります。不納欠損額６３万６，９８０円を介護保険法第２００条第

１項の規定により不納欠損処分をいたしております。次のページをお願いし

ます。 

歳出における支出済額につきましては、１３億３，６９９万４，７２２円

となり、予算総額１３億９，３４４万６，０００円に対して、９５．９パー

セントの執行率でありました。１４１ページをお開きください。 

実質収支に関する調書であります。歳入総額１３億９，４０２万３０３

円、歳出総額１３億３，６９９万４，７２２円で、歳入歳出差引額は５，７

０２万５，５８１円となります。翌年度へ繰り越すべき財源はございません

ので、実質収支額は同額の５，７０２万５，５８１円となります。１４３

ページをお開きください。 

財産に関する調書でございます。元年度において基金利子を含む１，００

１万５９円を介護保険給付費基金に積み立てており、年度末現在高は１億

４，０１４万５，１２２円となっております。令和元年度につきましては、

第７期介護保険事業計画の中間年度であり、概ね順調な財務状況でありま

す。次に成果報告書により説明をいたしますので、１２５ページをご覧くだ

さい。 

１．決算の概要でございますが、令和元年度介護保険事業における歳入額

並びに歳出額はここに記載のとおりでありまして、先ほど実質収支に関する

調書で報告をしたところでございます。 

２．歳入ですが、歳入総額に対する主な歳入の割合につきましては、介護

保険料２０．４パーセント、国庫支出金２３．０パーセント、支払基金交付

金２４．４パーセント、県支出金１３．１パーセント、繰入金１３．８パー

セントとなっております。 

３．歳出につきましては、歳出総額の大部分９０．８パーセントを保険給

付費が占めており、総務費１．６パーセント、地域支援事業等費５．３パー

セント、基金積立金０．７パーセント、諸支出金１．６パーセントとなって

おります。 

なお、歳入歳出それぞれの事項別明細書は、決算書１２８ページから記載

をいたしておりますので、お目通しいただきたいと思います。以上で説明を

終わります。 
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議 長 次に、観光施設事業特別会計についての追加説明を求めま

す。産業振興課長。 

産 業 振 興 課 長 はい。それでは、令和元年度川棚町観光施設事業特別会計決

算認定について、追加説明をいたします。決算書の１５７ページをお開きく

ださい。 

実質収支に関する調書であります。歳入総額及び歳出総額ともに７，７６

０万３，２６１円であります。翌年度へ繰り越すべき財源はありませんの

で、実質収支額は０円となっております。次に決算書の１４６、１４７ペー

ジをお開きください。 

歳入は不納欠損額、収入未済額ともに０円であります。次のページをお開

きください。 

歳出についてでありますが、支出済額７，７６０万３，２６１円は、予算

現額の約９７．８パーセントの執行率でありました。それでは成果報告書の

１４０ページをお開きください。 

第一総括の１．決算の概要につきましては、令和元年度観光施設事業にお

ける歳入総額及び歳出総額を記載しておりますが、先ほど実質収支に関する

調書でご説明したとおりであります。 

２．歳入につきましては、歳入総額に対する諸収入の占める割合は９．１

パーセントで、一般会計繰入金が９０．９パーセントであります。なお、歳

入総額に対する観光事業収入の割合は９．１パーセントであります。前年度

と比較しますと、８．２パーセントの減となっているところであります。観

光事業収入につきましては、成果報告書の１４１ページに記載しております

とおり、指定管理者基本協定書に基づき納付される観光事業収入であります

が、前年度納付額と比較し、約８２０万円の減となっております。また、当

初予算額に対しまして、決算額は７０４万４，００４円となった理由といた

しましては、新型コロナウイルス感染症の拡大により特に３月期の宿泊等の

相次ぐキャンセルによる影響が大きく響いた結果であります。  

成果報告書の１４０ページに戻っていただきまして、３．歳出につきまし

ては、歳出の総額のうち観光施設事業費の割合が７７．１パーセント、公債

費が２２．９パーセントであり、予備費の支出はありません。決算書には歳

入歳出決算事項別明細書を添付しておりますが、説明は省略させていただき
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ます。後ほどお目通しいただければと思います。以上で説明を終わります。 

議 長 次に、下水道事業会計についての追加説明を求めます。水道

課長。 

水 道 課 長 はい。それでは、認定第６号「令和元年度川棚町下水道事業

会計決算」についてご説明いたします。決算書の１１ページをお開きくださ

い。 

１．概況の（１）総括事項ですが、令和元年度における川棚町下水道の整

備状況は、処理区域面積が３０４．８ヘクタールとなりました。 

年間総有収水量は７９万８，３１９立方メートルで、前年度に比べ１万

４，８２３立方メートルの減少となりました。この有収水量につきましては

すべての用途で減少しており、一般で２，７７５立方メートル、事業所で

１，１９３立方メートル、学校で２，７８３立方メートル、官公署で７，８

４１立方メートル、井戸水等の利用者で２３１立方メートル減少したためで

あります。 

次に経営の状況ですが、決算書１、２ページをお開きください。収益的収

入及び支出について消費税込みの金額です。収入の第１款下水道事業収益の

決算額は、５億１，９６２万９，３２４円であります。支出の第１款下水道

事業費用の決算額は５億３，４３６万５，４２４円であります。次に決算書

３、４ページをお開きください。 

資本的収入及び支出について、消費税込みの金額であります。収入の第１

款資本的収入の決算額は２億８，１８６万１，６００円であります。支出の

第１款資本的支出の決算額は４億４，１９９万９４円、また、翌年度への繰

越額の２，０１８万８，０００円は地方公営企業法第２６条の規定による繰

越額で、去る６月議会定例会において繰越計算書の報告をいたしましたとお

り、下水道管路施設のストックマネジメント及び耐震診断業務に係るもので

あります。なお、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額につきま

しては、４ページの表下に記載のとおり補てんを行っております。次に決算

書５、６ページをお願いいたします。 

このページには、損益計算書を記載しております。５ページ最下行に経常

利益（△の場合は経常損失）を記載しておりますが、２，０３２万５，０２

３円の経常損失となっております。６ページでの５特別利益と６特別損失は
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発生しておりませんので、経常損失の額がそのまま当年度純損失となり、次

の前年度繰越欠損金を加算した４，１５６万７，０１７円が当年度未処理欠

損金となっております。 

７、８ページには余剰金計算書、９、１０ページには貸借対照表、１１

ページからは事業報告書を記載しており、１１ページには１．概況、１２、

１３ページには工事の概要、１４ページには３．業務、１５、１６ページに

は４．会計、１７、１８ページにはキャッシュフロー計算書、１９、２０

ページには固定資産明細書、２１ページから２６ページには企業債明細書、

２７ページから最終ページ３１ページには収益費用明細書及び資本的収支明

細書を記載しておりますが、説明は省略させていただきます。以上で説明を

終わります。 

議 長 続けて、水道事業会計の追加説明を求めます。水道課長。 

水 道 課 長 はい。それでは、認定第７号「令和元年度川棚町水道事業会

計決算」についてご説明いたします。決算書の１１ページをお開きくださ

い。 

１．概況の（１）総括事項ですが、令和元年度における川棚町上水道の給

水状況は、給水区域内人口１万３，７９２人で、その約９９．８パーセント

にあたる１万３，７６３人に給水しております。年間総配水量は１９６万

７，１６８立方メートルで、前年度に比べ１３万１，３７５立方メートルの

減少となりました。 

年間総有収水量は１７７万２，６３６立方メートルで、前年度に比べ１１

万８，７１０立方メートルの減少となりましたが、有収率については前年度

と同じく９０．１パーセントとなっております。この有収水量につきまして

はすべての用途で減少しており、一般で４，９５７立方メートル、官公署で

９，９２５立方メートル、事業所で３，１６７立方メートル、工場で１０万

６６１立方メートル減少したためであります。次に経営の状況ですが、決算

書の１、２ページをお開きください。 

収益的収入及び支出について、消費税込みの金額であります。収入の第１

款水道事業収益の決算額は３億３，８７８万４，５１１円であります。支出

の第１款水道事業費用の決算額は３億１，９８３万５，３００円でありま

す。次に決算書３、４ページをお開きください。 
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資本的収入及び支出について、消費税込みの額であります。収入の第１款

資本的収入の決算額は７１５万８，８４０円であります。支出の第１款資本

的支出の決算額は９，３６６万１４２円であります。なお、資本的収入額が

資本的支出額に対して不足する額につきましては、４ページの表下に記載の

とおり補てんを行っております。次に５、６ページをお開きください。 

このページには損益計算書を記載しております。５ページ最下行に経常利

益を記載しておりますが、１，４０７万９６円の経常利益となっておりま

す。 

６ページの５特別利益と６特別損失は発生しておりませんので、経常利益

の額がそのまま当年度純利益となり、次の前年度繰越利益剰余金を加算した

４，９５４万５，６６３円が当年度未処分利益剰余金となっております。こ

の未処分利益剰余金につきましては、議会の議決を得てその一部をその翌年

度の収益に応じ、建設改良積立金と減債積立金へ積み立てを行うものとして

おりますが、山道浄水場第７次拡張工事による減価償却費に多額の費用を要

する状況であり、今後数年間は収益が悪化することが見込まれるため、昨年

度に引き続き次年度以降の収益を担保するため、各積立金の積み立ては行わ

ず、未処分利益余剰金として留保することとしております。以上のことか

ら、令和元年度においても未処分利益剰余金の処分の件は上程しておりませ

んことを申し添えます。 

次に７、８ページには剰余金計算書、９、１０ページには貸借対照表、１

１ページからは事業報告書を記載しており、１１、１２ページには１．概

況、１２、１３ページには２．工事の概要、１４ページには３．業務、１

５、１６ページには４．会計、１７、１８ページにはキャッシュフロー計算

書、１９、２０ページには固定資産明細書、２１、２２ページには企業債明

細書、２３ページから最終ページの２７ページには収益費用明細書及び資本

的収支明細書を記載しておりますが、説明は省略させていただきます。以上

で説明を終わります。 

議 長 ここでしばらく休憩をいたします。 

（１１：０１） 

（…休  憩…） 

（１１：１５） 
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議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 水谷議員は所要により中途欠席としております。ただいま各

会計についての説明を受けましたので、これから質疑を行いますが、決算内

容については成果報告書にも詳しく記載をしてあり、監査委員による決算審

査意見書等もお手元に配布をされております。さらに、決算審査特別委員会

に付託する予定でありますので、この点お含みのうえ、各会計の歳入・歳出

及び全般にわたり、政策的なもの、あるいは総括的なものとなるようご協力

をお願いをいたします。なお、議事整理上、一般会計と特別会計の会計ごと

に分けて質疑を行います。川棚町議会会議規則における質疑に関する規定で

は、質疑回数は１議題につき３回との原則でありますが、会計ごと３回まで

の質疑を許可する議事運営といたします。 

議 長 はじめに、認定第１号「令和元年度川棚町一般会計決算認

定」に対する質疑を行います。質疑はありませんか。田口議員。 

８ 番 田 口 極めて基礎的なことかもしれないんですがお聞きしますけど

も、この決算書の８ページ、９ページで支出済額などに翌年度繰越額ってい

うのがあって、１億２６６万２，０００円の翌年度繰越額があるんですけど

も、この翌年度繰越額と、それから最初に説明のあった繰越明許費繰越額っ

ていうもの２，０００万円との関係はどのようになってるのかということを

お聞きしたいと思います。 

議 長 企画財政課長。 

企 画 財 政 課 長 はい。まず９ページの翌年度繰越額でございますが、これに

つきましては平成３０年度から令和元年度に繰り越された額でございます。

で、７１ページの繰越明許費繰越額ですね、こちらにつきましては令和元年

度から令和２年度に繰り越す分でございます。以上でございます。 

議 長 田口議員。 

８ 番 田 口 すいません私が聞いたのは、８ページ、９ページですので、

歳出の部分なので、予算に対して支出済額があって、翌年度繰越額と不用額

があるという感じで思ってるんですけども、だからそのやっぱり元年度から

２年度に、９ページにある翌年度というのは、令和２年度のことではないか

と思ってるんですけど。 

議 長 企画財政課長。 
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企 画 財 政 課 長 すいません、間違えた説明をしてしまいました。８ページ、

９ページに掲げてあります翌年度繰越額、これにつきましては令和元年度か

ら令和２年度に繰り越しをする額ということでございます。申し訳ございま

せんでした。それとですね、７１ページでございます。７１ページの繰越明

許費繰越額というのは、一般財源の分を繰り越す額がこちらの２，００７万

ということでございます。申し訳ございませんでした。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。田口議員。 

８ 番 田 口 その一般財源を繰り越す額っていうのがちょっとよくわから

ないんですけど。 

議 長 企画財政課長。 

企 画 財 政 課 長 はい。翌年度に繰り越す分につきましては、令和元年度の事

業のうち一般財源の部分だけを翌年度に繰り越しまして、それに係る補助事

業であれば、その補助金等につきましては、令和２年度の方で受けるという

形になりますので、元年度で繰り越す分につきましては一般財源のみという

ことになります。以上でございます。 

議 長 田口議員。 

８ 番 田 口 ですから、結局は簡単に言えば２，００７万円の繰越明許費

は９ページに書いてある１億２００万円の内数であるということですね。  

企 画 財 政 課 長 そうでございます。 

議 長 ほかに質疑はありませんか。よろしいですか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第１号「令和元年度川棚町一般

会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２３） 

議 長 続いて、認定第２号「令和元年度川棚町国民健康保険事業特

別会計決算認定」について質疑を行います。質疑はありませんか。よろしい

ですね。 

 

（発言なし） 
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議 長 質疑なしと認め、これで認定第２号「令和元年度川棚町国民

健康保険事業特別会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２４） 

議 長 続いて、認定第３号「令和元年度川棚町後期高齢者医療特別

会計決算認定」に対する質疑を行います。よろしいですか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第３号「令和元年度川棚町後期

高齢者医療特別会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２４） 

議 長 続いて、認定第４号「令和元年度川棚町介護保険事業特別会

計決算認定」に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第４号「令和元年度川棚町介護

保険事業特別会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２５） 

議 長 続いて、認定第５号「令和元年度川棚町観光施設事業特別会

計決算認定」に対する質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（発言なし） 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第５号「令和元年度川棚町観光

施設事業特別会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２５） 

議 長 続いて、認定第６号「令和元年度川棚町下水道事業会計決算

認定」に対する質疑を行います。よろしいですか。 

 

（発言なし） 
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議 長 質疑なしと認め、これで認定第６号「令和元年度川棚町下水

道事業特別会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２６） 

議 長 次に、認定第７号「令和元年度川棚町水道事業会計決算認

定」に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

「な  し」の声あり 

 

議 長 質疑なしと認め、これで認定第７号「令和元年度川棚町水道

事業会計決算認定」の質疑を終わります。 

（１１：２６） 

議 長 お諮りします。ただいま議題となっております、認定第１号

「令和元年度川棚町一般会計決算認定」から認定第７号「令和元年度川棚町

水道事業会計決算認定」は、さらに予算の執行状況、その他内容的に審査を

加える必要があろうかと思われますので、１３人の委員で構成をする決算審

査特別委員会を設置し、これに付託したいと思いますが異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 

 

議 長 異議なしと認めます。したがって、認定第１号から認定第７

号までの令和元年度各会計決算認定等については、１３人の委員で構成する

決算審査特別委員会を設置し、これに付託し、審査することに決定をいたし

ました。 

議 長 決算審査特別委員会の委員の選任については、川棚町議会委

員会条例第７条第４項の規定によりまして、議長が会議に諮って指名する

ことになっております。 

決算審査特別委員会の委員は、議長を除く議員１３人を指名したいと思い

ますが、これに異議ありませんか。 

 

「異議なし」の声あり 
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議 長 異議なしと認めます。したがって、ただいま指名をしました

議員を決算審査特別委員会委員に選任することに決定をいたしました。  

議 長 ただいま設置いたしました決算審査特別委員会の委員長及び

副委員長の選任については、このあと休憩をいたしますので、川棚町議会

委員会条例第９条第１項の規定により、第１委員会室において委員会を開

き、正副委員長を互選していただきたいと思います。併せて、分科会審査

区分等の決定もお願いをいたします。 

なお、委員会での決定事項については、委員長から議長まで報告をお願い

いたします。 

議 長 ここでしばらく休憩をいたします。 

（１１：２８） 

（…休  憩…） 

（１１：４１） 

議 長 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

議 長 お手元に配布をしております決算審査特別委員会名簿のとお

り、決定した旨の通知を受けましたので報告をいたします。 

委員長に田口一信委員、副委員長に炭谷猛委員、また、分科会の正副主査

を常任委員会の正副委員長とすることに決定をいたしました。以上のとおり

であります。 

決算審査特別委員会での付託区分及び日程案については、決算審査付託区

分表及び決算審査日程表のとおりであります。 

決算審査特別委員会では十分な審査を行っていただき、本定例会最終日ま

でに審査報告書の提出をお願いをいたします。 

以上をもちまして、本日の日程は全部終了をいたしました。 

本日はこれにて散会といたします。ご起立願います。お疲れ様でした。 

（１１：４２） 
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  地方自治法第１２３条第２項の規定により、署名する。 

 

 

      川 棚 町 議 会 議 長     村 井 達 己    

 

      会 議 録 署 名 議 員     堀 池  浩     

 

      会 議 録 署 名 議 員     山 口  隆     

 


